
平均値

3.6

94

89

92

70

Ａ

・定期的ないじめのアンケート、担任を中心とする見守
り等の取組の効果が出ている。
・いじめに関して教員の意識を常に高め、相談しやすい
雰囲気をつくる必要がある。
・不安や悩みを抱いている生徒の把握、迅速かつ適切な
対応を行う意識の向上と体制の維持が必要である。

70 Ｂ

改善策(来年度の目標設定、具体記な取組目標)

Ａ

・研究発表を意識して、研修等を通してＩＣＴ機器の活
用について学び、ＩＣＴを活用した研究授業を実践した
成果が出ている。
・全教員が学習指導要領を意識し、研修等を通して、授
業力向上に努めることと評価の改善を心掛けた成果が出
ている。

・全教員による「主体的・対話的で深い学び」を意識したＩＣ
Ｔを活用した授業の実践の成果が出ている。
・学習につまずきのある生徒の支援である定期考査前、長期休
業中などの補習教室の継続、指導内容の工夫が課題である。
・授業の中で「振り返り」の時間を設けることで、生徒が自分
の理解度を把握しやすくなっている。

3.7

98

89 Ａ

・家庭における生活習慣の見直し、学習習慣の定着化が達成さ
れつつある。
・家庭でも保護者が家庭学習に対する協力体制を取ってきた成
果が出ている。
・学力向上に必要な家庭学習の習慣化に向けて、「学習の手
引」の活用や、保護者会や学年だよりなどを通して、家庭の協
力が得られている成果が出ている。

3.4

・スクールカウンセラー、ソーシャルワーカーを含めた教育相
談委員会を週１回実施し、共通理解を図っている。
・必要に応じて各関係機関との連携を図りケース会議を実施
し、情報交換と対応策を立てる。
・スクールカウンセラーと生徒の全員面談を実施し、生徒理解
に努める。
・個別の支援対策としての別室指導を丁寧に行っている。

3.7

3.7

3.5

3.4

3.7

3.2

3.9

経営
理念 生徒の学力向上と、生徒にとって安全・安心な学校を目指す

学校関係者評価

経営目標
（中期・短期を明記）

目標達成のための方策 評価指標
評価点

（４点満点）
意　　見

分析コメント(学校関係者評価委員会の意見、児童・生
徒評価、保護者評価等の意見について、参考にする。)

確
か
な
学
力
の
向
上

授業力向上を図る。
自己申告書等をもとに、指導法の工夫･改善を行う。外
部講師を招聘した研究授業の実施

授業が分かりやすいと思
う生徒の割合

90

98

家庭学習の定着を図る。
「学習の手引き」をもとに、学習の仕方を学ばせ、各担
任により、取組の進行管理を行う。「家庭学習状況調
査」を実施し、検証を行う。

家庭学習を１時間以上
行った生徒の割合

80

指導方法の改善・工夫を行
う。

「主体的・対話的で深い学び」の授業展開について「生
徒の自己評価活動」をもとに、検証を行う。

「学力の向上を実感す
る」ようになったと思う
生徒の割合

80

94 Ａ

豊
か
な
心
の
育
成

いじめ撲滅のへの取組
「いじめアンケート」「いじめ撲滅キャンペーン」等を
活用して、思いやりの心を育成する。

安心して学校生活が送れ
ているかの割合

90

92

特別な支援を要する児童・生
徒への対応

教育相談の充実

生徒の悩みや相談に教師
が親身に対応してくれて
いると感じる保護者の割
合

90

全校あいさつ運動の実施 あいさつをよくする生徒の育成
挨拶は大切だ、挨拶がで
きたという生徒の割合

90

104 Ａ

104

健
や
か
な
体
の
育
成

日常的な体力づくりの推進 ミニオリンピック大会の実施
ミニオリンピックに意欲
的に取り組んだ生徒の割
合

90

食育の推進 100食育の全体計画に基づく食育指導の実施
食に対する関心が高まっ
たと思う生徒の割合

・「弁当の日」の自分で弁当づくりを行う体験を通し
て、食や健康に関する意識を高め、保護者に対する感謝
の気持ちをもたせることができている。今後も継続して
取り組んでいく。
・給食指導やお便りを通して、健康や食生活に対する意
識を高めさせることができている。

・校内、校外での挨拶の習慣化が課題である。
・部活動中にもかかわらず、挨拶する生徒が多い。
・保護者や学校運営協議委員によって、あいさつに対す
る評価が大きく異なっている。

100

90

Ａ

開
か
れ
た
学
校

オリンピック・パラリンピッ
ク教育の推進

参加国や、環境についての学習の実施
オリンピック・パラリン
ピックに関心をもったと
いう生徒の割合

90

90

学校公開週間の実施
地域人材の活用（ふれあいフェスティバル・地域の方々
の話を聞く会）

学校の様子がよく分かる
という保護者・地域の割
合

90

96 Ａ

96

【達成度】＝［達成値］／［目標値］
【評価】　Ａ：8割以上→目標達成とみなし新たな目標設定　　　　Ｂ：８割未満5割以上→8割を超えるまで継続実施　   　　Ｃ：5割未満→目標の見直し

令和3年度　学校自己評価及び学校関係者評価表　　　 武蔵村山市立第三中学校　　

学校運営協議会（学校評価分）第１回　　４月２２日（木）
　　　　　　　　　　　　　　第２回　　１１月２５日（木）
　　　　　　　　　　　　　　第３回　　　１月２７日（木）

【学校運営協議会・会長】兼城　みや子

Ａ

学校の公開
保護者・地域との連携

自己評価

目標値 最終評価

達成度 評価
11月
達成値

・直接オリンピックを観戦することができなかったが、
テレビ等での観戦の推進や新聞づくり等で、生徒の関心
を高めることができた。
・オリンピック・パラリンピックに関わった生徒がいた
ので、それが他の生徒の関心を高めることにつながった
と考える。

・コロナ感染対策により学校公開、学校公開週間は実施
できなかった。
・３学年の地域の方々との面接練習を通して、地域と生
徒たちとの交流を継続している。
・「ふれあいフェスティバル」を通じて、地域の方との
連携に力を入れている。

90

・今後もＧＩＧＡスクールを意識して、ＩＣＴを活用した授業
改善を継続して行い、成果を検証していく必要がある。
・「三中スタンダード」を基に、「定期考査前補習教室」や長
期休業中の「補習教室」を活用して基礎・基本の定着と思考力
を高める。
・生徒による授業アンケートの成果と課題の分析、小学校との
授業実践交流を基に授業改善を継続して行う。

・ＩＣＴを活用した授業計画に基づく分かりやすい授
業、生徒が主体的に取り組む授業を継続して実践する。
・定期考査前補習教室、長期休業中の補習教室の学習内
容を見直し、つまずきのある生徒の学力の向上を図る。
・授業後の課題をやり遂げる習慣を身に付けさせること
が必要である。

・年５回の家庭学習チェックカードの充実と徹底を継続していく。
・家庭学習について、入学説明会、学習保護者会で説明を行い、家
庭の協力を求め、さらに学力の向上につなげる。
・三中校区の第三小学校、雷塚小学校２校と小中連携した家庭学習
の習慣化を今後も継続して行う。
・家庭学習等に関して、保護者に対して、「学習の手引」の活用や
面談による指導をより充実させる。

・いじめアンケートを定期的に実施する。こまめに二者面談を
行うなどして、いじめのサインを見逃さず教員間で情報を共有
し組織的に迅速・的確に対応する。
・教員の人権意識向上と「いじめの対応」、「体罰防止」の研
修会を継続して実施し、教員の意識向上を図る。
・学年会などで、ベテラン教員と若手教員で、生徒理解、生徒
指導について話し合う時間を十分確保し、必要なら研修を行
う。・教育相談委員会の内容の充実を図る。
・ＳＣの存在や特別支援教室の存在などが十分認識されていな
いので、活用や成果などをアピールしていく。
・三者面談や必要に応じた家庭訪問を継続的に実施する。
・教員や学年に、生徒が相談しやすい雰囲気や場面を設定す
る。
・増え続ける別室指導の生徒の対応が必要である。

・部活動での挨拶の定着化、生徒会活動としての「あい
さつ運動」を更に充実していく。
・校長面接、地域の方々による面接練習を通して礼儀の
指導をしていく。
・道徳や朝礼、各学年集会等であいさつ、マナーの意義
について生徒に考えさせる指導を実践する。

・三中の伝統である「ミニ・オリンピック」を東京オリンピッ
ク・パラリンピックのレガシー教育と関連させて更に内容の充
実を図っていく。
・学校評価に間に合うように、実施時期を考える必要がある。

・「弁当の日」を継続実施し、「食」に関する意識や、人々へ
の感謝の念がより高まるように指導していく。
・給食指導において、マナーの徹底と食材に対する関心をより
一層高める。
・「食育」の年間指導計画の工夫・改善を図る。

・東京オリンピック・パラリンピックのレガシーを意識
して、体育や特別活動等を通して、受け継ぐ活動を充実
させていく。

・来年度は学校公開及び学校公開週間を実施できるよう対策を
とる。
・学校だより、ホームページ、ツイッターの内容を充実させ
る。
・コミュニティ・スクール、グリーンサポーターなどの活動の
充実を図り、成果について保護者・地域に取組の様子を発信し
ていく。

・学習が遅れがちな生徒の対応が必要と思います。
外部講師を招いての研究授業は非常に良いと思います。
・授業が分かりやすいと回答している生徒が多数いるこ
とは素晴らしいと思うが、分かりにくいと回答している
生徒の対応が必要だと思う。

・自己評価では甘くなる傾向があるので、他者による評価を基
に検証を行った方が良いと考える。
・三中スタンダードによる授業を学び合いなど考える力や表現
する力を付けることはよい。三年生の評価でCの割合が多いの
が気にかかる。
・生徒が興味をもつような授業を心掛け、学力向上に努めてほ
しい。

・家庭学習は親の理解と協力が必要だと思う。
1年生のうちから家庭学習の大切さを徹底させたらどうか。
・家庭学習の大切さの伝え方を具体的に示してほしい。
・学校全体で家庭学習の定着に努めていることが、少しずつ
実ってきている。
・生徒自らが、すすんで家庭学習に取り組むような働きかけが
できればと思う。

・相談にのってくれる先生方はもちろん、専門職の必要性を感
じる。
・コロナ禍の影響があると思うが、「三中は、生徒や保護者の
悩みや相談に対応している。」のアンケート調査において、受
験を控えた三年生の保護者のうち27％が、「あまり当てはなら
ない。」又は「当てはまらない」と回答しており、気になると
ころである。
・教育相談の対応に「Ｅ」と解答されてしまうのは周知されて・学校関係者（教員・事務員）には挨拶しているのかも
知れないが、来校者に対しての挨拶はほぼなかった。
・教職員がすすんで挨拶をしたおり、生徒の良い見本と
なっている。
・コロナ禍においてマスクで大きな声を出すのもはばか
られる時代、難しいことではある。

・学年が上がることによって、学校生活、人間関係にも慣れて
くると思います。安心して学校生活ができるよう先生方の一人
一人生徒への声かけに期待しています。
・学校、家庭が子供たちの小さな変化にも気付き、声掛け、相
談に励んでほしいです。
・三中を「安心して過ごせる学校」と生徒・保護者ともに認識
していて素晴らしい。

・コロナ禍ではあったものの出来る範囲内での活動がで
き、大変有効であった。
・「弁当の日」「食育の日」または給食を通した食の指
導を今後も続けてほしい。
・人間生きていくのに食は一番大切なことなのでそれを
指導してください。

・今年度限定の活動であると思われるが、オリンピック
開催国として大変有効な学習であった。
・観戦新聞の作成という形で取り組めたのは良かった。
・パラリンピックはメディアでもなかなか反映されませ
んが競技種目、障害者の方がスポーツに対し挑戦する素
晴らしさがあり、より子供たちも関心も持ってほしい

・学校公開の時間が殆どなく、各便りやホームページの
活用は大変良かったと思います。
・コロナの安全対策もありますが学校、家庭が共有する
場だと思っています。安全管理徹底のもと実施するべき
だと思います。
・コロナもあって学校での様子が全く見えてこない。


